
広域行政対策特別委員会 

 

１ 開催日時  平成 26 年 11 月 21 日（金） 10 時 03 分～11 時 53 分 

 

２ 開催場所  第二委員会室 

 

３ 説 明 員  総合政策部長および関係職員 

 

４ 議事の概要 

 

（１）関西広域連合について 

関西広域連合委員会の結果概要について、委員からは、現在における関西広域

連合が目指す地方分権の方向性について説明を求める発言、連合の協議事項のう

ち、危険ドラッグ対策に対する国への提言等に関連して、本県の危険ドラッグに

対する規制等の条例化の時期等を問う発言、平成 27 年度国の予算編成等に対する

提案のうち、原子力発電所の安全確保、新規制基準の厳格適用等について、関西

広域連合としての提案文に、三日月知事としても立場を同じくするのかなどの確

認がされた。 

 

（２）ドクターヘリについて 

10 月８日に開催された本特別委員会において、委員長より報告が求められた「京

滋ドクターヘリの選定過程や結果」に加え、その導入の経過、委託に係る企画提

案実施要領に基づく導入機種の仕様や基地病院の体制整備状況等についての報告

がされたが、委員からはドクターヘリとして全国各地で導入されている機種とそ

の長所や短所、決定した運航業者における業務継続計画の策定状況について説明

を求める意見があった。また、防災・消防部局との連携不足に対する懸念に加え、

京滋ヘリの導入を含む広域連合の事業について、関西広域連合と滋賀県との役割

分担、職員の併任等に関する課題などについて意見が出された。 

 

（３）関西広域連合における琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会の状況報告について 

    10 月 27 日（第３回）に実施された研究会概要の説明のうち、琵琶湖・淀川流

域の市町村アンケートの内容に対して、委員からは、研究会の今後の方向性につ

いて確認する発言とともに、計画想定降雨量など各府県間 の課題認識の違いに

ついて、各府県がこの研究会を通じて相互理解を深めるとともに、解決策を見出

していくことの重要性などに関して意見が出された。 



 

 

委員会で配布された資料 

１ 第 50 回関西広域連合委員会の結果概要について（報告） 

2-1 京滋ドクターヘリについて 

2-2 関西広域連合ドクターヘリ（京滋ヘリ）運航業務委託に係る企画提案実施要領 

３ 関西広域連合における琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会の状況報告について 


